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2025年8月28日 

ヒビノ、リアルタイムビデオ処理能力を搭載するPIXELHUEの 
4Kプレゼンテーションスイッチャー「Q8」を国内初導入。 
大規模化が進むコンサート・イベント向け映像システムを強化 

～８月４日・５日にHibino Immersive Entertainment Labにて「Q8」ワークショップを開催～ 
ヒビノ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：日比野 晃久）は、2025 年 8 月より当社グルー

プである株式会社テクノハウスが輸入販売を行う PIXELHUE の高性能 4K プレゼンテーションスイッチャ
ー「Q8」を国内で初めて導入いたしました。「Q8」は、複数の高解像度映像信号をリアルタイムに、低遅
延で正確に処理できる性能を備え、スタジアムやドームクラスの大規模コンサートや大規模イベントにお
ける高度な映像演出を実現します。今回の導入により、当社の取扱い機材のラインアップを拡充し、演出
の規模やご要望に応じて、最適な映像システムを提供する体制を強化してまいります。 

 
左から PIXELHUE社 Business Development Director GANG (MICHAEL) WEI氏、 

ヒビノ取締役常務執行役員 芋川 淳一 

● 「Q8」導入の背景と目的：機材ラインアップを拡充し、映像演出の多様化に対応 

当社ヒビノビジュアル Div.は、ドーム・アリーナにおける大規模コンサートをはじめ、展示会や企業イ
ベント等、多様な分野において大型映像システムの企画からレンタル・オペレーションまでを一括で提供
しております。 

近年、コンサート・イベントの映像演出の多様化と、ステージに設置する LED ディスプレイの大型化が
一層進んでいます。こうした環境の変化に対応するため、当社は大規模コンサート・イベント向け映像シ
ステムのさらなる拡充を目的に、PIXELHUE の 4K プレゼンテーションスイッチャーのフラッグシップモ
デル「Q8」の導入を決定いたしました。 
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● 「Q8」の採用理由：実運用を通して確認した性能と、安定した開発体制 

PIXELHUE のフラッグシップモデル「Q8」は、最大 48 系統の 4K 同時入力と 16 系統の 4K 同時出力に
対応し、膨大な映像データを 1 フレームの低遅延にリアルタイム処理が可能です。また最大 32 枚の 4K ミ
キシングレイヤーに対応し、複雑なレイアウトも柔軟に実現します。当社は、「Q8」の導入の検討にあた
り、同社製品の性能や操作性を確認するため、スタンダードモデル「P20」を先行導入しております。実
際の現場運用を通して得られた「P20」の確かな実績を踏まえて「Q8」導入の検証を開始しました。当社
が保有する新たなエンターテインメント体験の研究開発拠点「Hibino Immersive Entertainment Lab」に
て画質や動作等の検証を重ね、実際のスタジアムクラスの現場運用も経て、その性能と信頼性を評価し導
入を決定いたしました。 

また、PIXELHUEは、世界有数の中国の LEDプロセッサーメーカーNovaStar Tech Co., Ltd.のグループ
企業として、同グループの技術資源等を基盤とした安定した開発体制を有します。製品の継続的な発展と
サポートが期待できる点も、採用理由の一つです。 

● ヒビノビジュアルグループ 取締役常務執行役員 芋川 淳一 

「ヒビノグループには海外メーカーと強固なパートナーシップを築き、厳選した優良な業務用映像機器
の輸入販売を行う部門があります。一方で、コンサート・イベントサービス事業部門では、それらの機材
をエンターテインメントの最前線で運用しています。双方が連携することにより「現場運用で得られた経
験・ノウハウ」をメーカーへフィードバックすることによる品質向上、次代の要請に応える新商品の選定
などに活かし、機器の供給力と運用力の向上を図ることで、お客様へより高品質な商品・サービスの提供
を実現していきます。業界に先駆けた「Q8」の導入により、新たな機材の選択肢を提示し、コンサート・
イベントにおける映像演出の可能性を広げていきたいと考えています」 

● PIXELHUEについて 

PIXELHUEは、2017年設立の中国の映像処理機器メーカーです。スイッチャー、スケーラーをはじめと
する幅広い製品の開発・製造・販売、そして独自のトレーニングプログラムによるアフターサポートまで
一貫して提供しています。従業員の約半数が研究開発に携わるなど、先進的な技術開発に注力しています。
日本市場においては、常駐・非常駐含む 20名体制のサポートチームを構築し、お客様へのきめ細やかなサ
ポートの提供を目指しています。さらに、2025 年度中には東京ショールームを開設予定であり、更なるサ
ービス拡充を図ります。 

● 「Q8」ワークショップを Hibino Immersive Entertainment Labにて開催 

8 月 4 日・5日、Hibino Immersive Entertainment Lab（以下、Lab）にて「Q8」のワークショップを開
催しました。Lab には当社が保有する ROE Visual「Topaz-C1.9」を使用し、幅 22.5m×高さ 4m（4K×3
面相当）の大型 LEDディスプレイ・システムを設置。パネル自体が湾曲する「Topaz-C1.9」の特長を活か
し、カーブを取り入れたデザインにしました。ワークショップでは、「Q8」の仕様や国内外での導入実績
を映像とともにご紹介しました。 
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「Q8」ワークショップの様子 

なお、本リリースのキービジュアル内の LED ディスプレイに投影したコンテンツは、先日パートナーシ
ップ（※）を発表したWIT COLLECTIVE合同会社が生成 AIを活用して制作しました。「異なる特徴を持っ
た会社が提携することで新しいシナジーを生み出す」というテーマのもと、映像制作と生成 AI クリエイテ
ィブの双方に精通する専門家「CreAItive Conductor（クリエイティブコンダクター）」が制作を担当。質
感や色味などさまざまな観点で生成 AI にディレクションを施し、コンテンツを完成させました。撮影は
Labにて実施。 

 
（※）プレスリリース：生成 AI 活用によりクリエイターの創造性を拡張、バーチャルプロダクションの普及を加速するヒビノ、 
WIT COLLECTIVE と次世代エンターテインメント開発でパートナーシップ構築（2025/6/19） 
https://www.hibino.co.jp/topics/2025/202506_wit-collective.html 

● ヒビノビジュアル Div.：https://www.hibino.co.jp/visual/ 

以上 
本リリースに関するお問い合わせ 

●報道関係者様からのお問い合わせ 
ヒビノ株式会社 ヒビノ GMC 経営企画グループ 広報課 
 

TEL：03-3740-4391（代表） 
E-mail：ir@hibino.co.jp 

●お客様からのお問い合わせ 
コンサート・イベント大型映像サービス ヒビノ株式会社 ヒビノビジュアル Div. 

https://www.hibino.co.jp/support/input-visual.html 
PIXELHUE 製品のご購入 株式会社テクノハウス メディア＆エンターテインメントチーム 

https://www.technohouse.co.jp/contact/ 
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